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は初回手術時年齢 66歳,女性.平成 16年 8月,体中部大
弯の進行胃癌の診断に,胃全摘,胆囊摘出術,リンパ節郭
清 D2,空腸間置再建術施行.病理診断は低分化腺癌,M-
Gre, type 4, 6.5×5.5cm,pT4a (SE), INFγ, ly2, v1, PM
(－),DM (－),VM (－),N2 (4/31),H0,P0,CY0,M0,
StageⅢB (胃癌取り扱い規約第 14版による) であった.
術後補助化学療法として TS-1開始するが,Grade 2の倦
怠感出現し約 3ヶ月で中止.以後外来フォローアップさ
れていた.術後 5年目である平成 21年 8月に,胸腹骨盤
CTおよび上部消化管内視鏡施行し, 胃癌の再発所見な
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【症 例】 49歳,男性. 2008年 2月血尿,頻尿を主訴に
泌尿器科を受診, 膀胱頂部後壁に腫瘍を指摘された.
TUR-Btでの生検結果は高分化腺癌であり,原発巣を精
255
